
飯田学園構想の推進について 

 

１ 学校の名称 

 ・小中一貫教育を推進する観点から、学校行事の名称、保護者に発出する文書、児童会生徒

会関係の印刷物等について、「〇〇学園 飯田市立○○小(中)学校」の呼称を積極的に使用

する。 

 ・校門等の学校名の表示は、変更しない。 

 

２ 正副学園長 

  ・任期は１年。 

  ・学園内の学校長の中から教育長が指名し、教育委員会が任命。 

  ・教育長からの指名にあたっては、学園小中一貫教育推進会議から推薦を受ける。ただし、

令和７年度の正副学園長については学園内の学校長の話し合いにより推薦をしてもらう。 

 

３ 学園における推進組織 

(1)学校運営協議会 

  ・学園学校運営協議会を設置する。 

  ・学園学校運営協議会は学園長の招集により年３回程度実施する。 

  ・学園運営の基本的方針となる、「めざす子どもの姿」、「グランドデザイン」や「年度重点計

画」についてを協議する。また、学園の教育活動及びその他の学校運営の状況についての

共有、学園及び各学校が行った自己評価の検証を行う。 

・各小中学校の学校運営協議会については、当面、地域と協働した学校運営を行う上で必要

と判断する場合は設置できる。 

 

 (2)学園小中一貫教育推進会議 

  ・学園長の招集により年３回程度実施する。 

  ・学園における小中一貫教育の推進に関する実務の連絡調整を担う。 

 

 (3)特設教科カリキュラム編成委員会 

  ・特設教科「みらい創造科」の小中一貫カリキュラムづくりや授業実践に向けた検討と支援

を行う。 

  ・令和７年度は、委員会を立ち上げて、年間３～４回程度の会議を行い、学園の学習カリキ

ュラム指針の作成と各学校における学習計画の作成を行う。 

 

 (4)その他 

  ・教科別連携会議や教科以外の活動・業務別会議を各学園が必要に応じて設置する。 
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